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環境問題に関する意識と行動







今 日,環境問題に ｢関心をもつ｣人は多 く,意識の高まりはみ られている反面,環境問
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現在の環境問題の中で身近 にどんな事柄に対 して危険を感 じているか｡私たちの 日常生
活 と直接関連の深いと思える環境問題 として,次の 6つの項 目を取 り上 げた｡つまり地球
温暖化,資源の枯渇化,河川や湖の水質汚染,大気汚染,ダイオキシン類 ･環境ホルモン,
家庭ゴミ開場 ･産業廃棄物をあげ,その中から特に項 目中 2つ選択 (複数回答) してもらっ
た｡それ ぞれの環境問題に多少な りとも身近 に危険を感 じているものの,第-位は ｢ダイ
オキシン類 ･環境 ホルモン｣であった.発育途上にある幼児を もつ母親 にとっては有害化
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幼児をもつ母親は, ｢地球温暖化｣をあげ,大学生は男子 ･女子学生ともに ｢家庭ゴ ミ,
産業廃棄物｣をあげていた (図 2)｡
3)環境問題の解決に意識 して行動 していくのが難 しいと思う理由について
環境問題への関心はあっても行動 してい くうえで難 しいと思 う理由について, 5項 目を
あげたが,その中で,幼児をもつ母親は ｢時間に余裕がない｣ (28.8%)が最 も高い理由で
あった｡一方大学生は ｢面倒 くさい｣ (27.0%)が最 も多く,そして ｢環境のために何をす
ればよいかがわからない｣, ｢一人 ぐらいが努力 しても本当に効果があると思えないから｣
という理由が上位 3位にあり,幼児を もつ母親よりも高い割合を示 していた｡
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環境問題 と自分のライフスタイルを結びつけ,どのような環境に配慮 した行動を起 こし
てい くか,まずは少 しでも環境汚染-の可能性のある事柄にたいして,どのような考えを
もつかが大事であろう｡前述の 2)において,特に身近に危険を感 じる環境汚染のなかで
第一位にあった ｢ダイオキシン類 ･環境ホルモン｣に関 して質問をした｡ ｢ダイオキシン
類は,塩素を含む物質でプラスチックや紙などを焼却 した時に発生する｣という問いでは,
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｢そう思 う,少 し思 う｣と回答 した割合は,全体の75.3%,やや大学生に比べ幼児をもつ母
親の方がその意識は強 く高い値であった｡他方 ｢そう思わない,わからない｣という回答
ら,全体の24.7%あることは見逃せない｡次に ｢環境ホルモンを今より減 らせるとしたら個
人の出すゴ ミや産業廃棄物を減 らすことが大切 と思 う｣ という問いでは, ｢そう思 う,少
し思 う｣と回答 した割合は,全体の80.6%,他方 ｢そう思わない,わからない｣ という回
答は,全体の19.4%,やや大学生の方が幼児をもつ母親よりもその値は高めであった｡
表 1 環境汚染に関する考え方 と生活行動
ダイオキシン類は塩素を含む物質でプラスチックや紙などを焼却 した
時に発生する
そう思う 少 し思う そう思わない わからない 計
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いつも 時々 いいえ その他 計
幼 児 の 親 29(9.1) 58(18.2)
大学生 (男) 10(6.7) 12(8.0)











いつも 時々 いいえ その他 計
















次にライフスタイルにおいて,どのように環境 に配慮 した行動を しているか,身近な生
活行動 としての質問を若干用意 した｡洗剤に関 して, ｢洗濯は合成洗剤でな く石けんを使
用 している｣という問いでは, ｢いつ も,時々｣と回答 した割合は,全体の20.1%とかなり
低い値であった｡幼児をもつ母親では27.3%, 4人に 1人程度,一方大学生では10%強であ
り少ない｡環境に対する洗剤は,合成洗剤のほうが石けんよりBOD (生物学的酸素要求量)
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値が低 く,一見環境にやさしそうに思える｡ しか し合成洗剤は生物分解が難 しいため,BOD
値 としては高 くないが,逆に生態系には有害 な ものが多い｡水質汚染 と有害化学物質の両
面か らみると環境への配慮は石けんの方がよ りやさ しいと考え られている｡
次 に,焼却時のダイオキシ類の発生が問題 となる塩化 ビニールの食品用ラップなど,身
近 に使用 している有機塩素系化合物の製品について, ｢食品包装用のサランラップやクレ
ラップはよ く使用 している｣という問いでは, ｢いつ も,時々｣ と回答 した割合は,意外
に高 く,幼児を もつ母親および女子学生においては 9割をこえていた｡他方 ｢いいえ｣と
回答 した割合は,幼児を もつ母親においても,わずか6.3%であった｡ 環境 にとっては,ポ
リエチレン系の非塩 ビ系が望 まれている｡ 男子学生の ｢いいえ｣の26%は,常に調理は して
いない結果であろうと考え られる .(表 1)0
表 2 省エネルギーに関する考え方 と生活行動
通学や買い物は自家用車を避けて公共のバス､電車を利用する
いつも 時々 いいえ その他 計
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いつも 時々 いいえ その他 計
幼 児 の 親 30(9.4) 8(2.5) 273(85.6)
大学生 (男) 25(16.7) 11(7.3) 99(66.0)
大学生 (女) 40(18.5) 13(6.0) 154(71.3)
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5)省エネルギーに関する考え方や生活行動について
省エネルギーに対 して身近な生活行動として考え られる事柄について,い くつかの質問
を用意 した｡ ｢通学や買い物は自家用車をさけて公共のバス,電車を利用する｣という問
いでは, ｢いつも,時々｣と回答 した割合は,幼児をもつ母親および女子学生では7割,




｢早寝早起きを心かけている｣という間では, ｢いつ も,時々｣と回答 した割合は,幼
児を持つ母親は77%という高さである｡一方大学生では,男子学生は35.3%,女子学生44.
4%であり,大学生の生活 リズムは遅寝遅超が多いという実情にある｡ 環境に対 しては,早
寝早起の生活では, 日中の生活時間が多いほど,照明を必要とする時間が少なく,結果的
には電気エネルギーの使用を抑えることにつながるといえる｡ 同じく電気消費量に関 して,
｢テレビを 1週間に 1日見ない日をつ くっている｣という間では, ｢いつ も,時々｣と回
答 した割合は,とても少な く全体の12.4%であった｡大学生よりも主婦である幼児をもつ母




にも制限があるため,まだ十分に普及はしていないことが考えられる (表 2) 0
6)ゴミ減量化に関する考え方や生活行動について
廃棄物の発生抑制.資源保護の面から身近な生活行動についての質問を用意 した｡ ｢買
い物には買い物袋をもってい く｣という間では, ｢いつも,時々｣と回答 した割合は,意
外と少なく全体の25.4%であった｡幼児をもつ母親では36.4%ほぼ3人に1人,大学生では
男子学生14%,女子学生17.1%と少ない｡
次に再利用に関 して ｢使わない品物はガレージセールやバザーにだ している｣という間
では, ｢いつも,時々｣と回答 した割合は,幼児をもつ母親では54%と半数をこえている｡
一方大学生においては 2割程度にとどまっていた｡他方 ｢再生紙などリサイクル商品を
購入 している｣という間では, ｢いつ も,時々｣と回答 した割合は,かなり高 く,大学生
では約 8割,幼児をもつ母親では約 7割が購入 している実情にあった｡
さらにゴミ減量化における,ゴミ分別の堆肥化の実情について,生ゴ ミである ｢野菜 く
ず｣, ｢魚肉の骨｣そして ｢革や木の葉｣について尋ねた｡ ｢野菜 くず｣と ｢魚肉の骨｣
のいずれも,全体の17%が堆肥化されており,残 りは燃やせるゴミとして分別され,焼却さ
れていた｡そして ｢草や木の葉｣においては,約 3割が堆肥化の状況であった (表 3)0
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蓑 3 ゴミの減量化 に関する考え方 と生活行動
買い物には買い物袋をもっていく
いつも 時々 いいえ その他 計
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環境問題に関する意識はかなり高 くもってお り,現在の環境問題についても ｢とても
気になる｣という回答 も4割をこえ,一方 ｢全然気にならない｣ という回答はわずか1.6%
にすぎなかった｡特に身近 に危険を感 じる環境問題の第一位は,咋今の新聞,テレビ,雑
誌等で ｢ダイオキシン類｣, ｢環境ホルモン｣ という言葉を以前にもまして多 く見かける
ようになり, しか も生命や健康を脅かす毒性の強 さ,生態系への影響等から危機感を強 く
抱いている結果が示 されていた｡
しか し環境問題の解決に意識 して行動 してい くうえでの難 しさの理由は,幼児をもつ母
親は ｢時間に余裕がない｣が第一位であったが,大学生の第一位は ｢面倒 くさい｣であっ
た｡そ して ｢環境のために何を してよいかわか らない｣, ｢一人 ぐらいが努力 しても本当
に効果があると思えないか ら｣という理由が上位 3位であった｡環境問題の重要性や危機
感は感 じていて も,なかなか行動にはいたらず,意識とのギ ャップがかなりあることがわ
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かる｡環境問題の解決には一人ひとりの行動がいかに大切であるか,一人ひとりの行動を
棲み上げ,行動の輪を広げていくことがとても大事であることの共通認識をもっこと,そ





で ｢合成洗剤でな く石けんを使用する｣,｢買い物袋を持参する｣等の項 目においても,
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